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大会速報 1975012010～14●東京

ぶり8度目の優勝

銭
谷
の
強
打
を
抑
え
る
ガ
ッ
ツ
の
真
髄

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽

一
回
戦

丸
山
法
男

（新
潟
）
２
１
０
坂
本
宏

志

（石
川
）
森
隆

（和
歌
山
）
２
１

０
竹
林

（東
京
）
藤
上
良
信
（滋
賀
）

２
１
０
米
山
正
和

（東
京
）
穴
戸
隆

夫

（宮
城
）
不
戦
勝
今
井
勇
司

（群

馬
）
▽
二
回
戦

銭
谷
欽
治

（東
京
）
２
１
０
丸
山
、

山
本
茂
樹

（東
京
）
２
１
０
ハ
ン
・

ス
ン
・
キ

（韓
国
）
池
田
信
孝

（東

京
）
２
１
０
藤
原
健
二

（滋
賀
）
遠

藤
好
男

（北
海
道
）
２
１
０
原
敏
夫

（東
京
）
秋
山
真
男

（山
梨
）
２
１

０
西
村
正
美

（東
京
）
田
所
光
男

（東
京
）
２
１
０
杉
田
博

（神
奈
川
）

飯
野
佳
孝

（東
京
）
２
１
０
堂
谷
内

均

（石
川
）
本
間
順
次

（愛
知
）
２

１
０
森
、
小
島

一
平

（神
奈
川
）
２

１
０
藤
上
、
長
谷
川
進

（石
川
）
２

１
０
松
口
金
彦

（東
京
）
谷
口
寛

（愛
知
）
２
１
０
関

一
誠

（東
京
）
土

田
証
雄

（東
京
）
２
１
０
多
田

一
美

（茨
城
）
辻
敏
弘

（東
京
）
２
１
１

国
立
競
技
場
代
々
木
第

二
体
育
宕

〈己
蒼
胆
Ｔ
昌
山
）
長
谷
川
博
幸

（東

京
）
不
戦
勝
門
間
幹
夫

（和
歌
山
）

尾
崎
幹
雄

（東
京
）
２
１
０
リ
ー

・

エ
ン
・
ク
ー

（韓
国
）
栂
野
尾
昌

一

（東
京
）
２
１
１
穴
戸

▽
三
回
戦

銭
谷
２
１
０
山
本
、
遠
藤
２
１
０
池

田
、
秋
山
２
１
０
田
所

。
本
間
２
１

０
飯
野
、
小
島
２
１
０
長
谷
川
、
谷

口
２
１
１
土
田
、
辻
２
１
１
長
谷
川

尾
崎
２
１
０
栂
野
尾

▽
準
々
決
勝
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◆昭和50年度全日本総合バドミントン選手権

小島不減の金字塔2年
■
ベ
テ
ラ
ン
小
島
が
、
心
理
的
か
け

ひ
き
で
優
位
に
立
ち
、
十
分
に
銭
谷

の
プ
レ
ー
、
配
球
を
分
析
し
た
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
、
一豪
打
を
封
じ
込
め
た

決
勝
で
あ
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
は
予
想
ど
お
り
の
試
合

展
開
で
、
銭
谷
の
高
い
位
置
か
ら
の

ス
マ
ッ
シ
ュ
、
ド
ロ
ツ
プ
シ
ョ
ッ
ト
、

ヘ
ア
ピ
ン
に
対
し
、
小
島
は
冷
静
に

コ
ー
ス
を
ね
ら
い
、
徹
底
的
に
走
り
、

拾
い
ま
く
っ
た
。

小
島
は
先
に
１３
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ

た
も
の
の
、
銭
谷
の
粘
り
に
あ
っ
て

先

へ
進
め
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
や
り
と

り
の
あ
と
追
い
つ
か
れ
、
１３
‐
‐３
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
や
や
疲
れ
も
み
え

始
め
た
小
島
は
、
銭
谷
の
ス
マ
ッ
シ

ュ
と
ヘ
ア
ピ
ン
の
組
合
せ
に
苦
し
め

ら
れ
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ー
ー
４
と
な

っ
た
。
銭
谷
は
こ
こ
で

一
本
取
れ
ば
、
第

一
ゲ
ー
ム
先
取
す
る
だ
け
で
な
く
、

プ
レ
ー
内
容
か
ら
み
て
も
優
勝

へ
非

常
に
大
き
な

一
歩
と
な
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
銭
谷
は
こ
こ
で
意
識
し

た
の
か
、
や
や
プ
レ
ー
が
消
極
的
に

な
っ
た
の
に
対
し
、
小
島
は
慎
重
に

シ
ャ
ト
ル
を
レ
シ
ー
プ
し
、
気
を
抜

く

（あ
き
ら
め
る
）
こ
と
な
く
、
着

実
に
ポ
イ
ン
ト
を
返
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
４
ポ
イ
ン
ト
連
取
し
、

‐８
‐
‐７
と
小
島
は
逆
転
に
成
功
、
大

切
な
第

一
ゲ
ー
ム
を
も
の
に
し
た
。

続
く
第
ニ
ゲ
ー
ム
、
銭
谷
は
す
っ

か
リ
ペ
ー
ス
を
乱
し
、
集
中
力
を
欠

い
た
プ
レ
ー
で
、
小
島
の
一
方
的
な

も
の
と
な
っ
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
の
息
づ
ま
る
よ
つ
な

接
戦
に
比
べ
、
全
く
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
１５
‐
・
の
ス
コ
ア
で
少
島
は

二
年
ぶ
り
八
度
の
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
座
に
つ
い
た
。

試
合
後
、
小
島
は
第

一
ゲ
ー
ム
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
場
面
を
ふ
り
か
え

り
、
「
こ
こ
で
す
ん
な
り
負
け
て
は
な

ら
な
い
。　
一
本
で
も
多
く
返
し
て
お

け
ば
、
必
ず
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
生
き
て

く
る
と
思
っ
て
ふ
ん
ば
っ
た
」
と
語

っ
て
い
た
が
、
こ
の
最
後
ま
で
ゲ
ー

ム
を
す

て
な
い
気
持
ち
、
集
中
力
が

栄
冠
を
招
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
え

卜
ぐ
つ
。
一
方
の
銭
谷
は
、
第

一
ゲ
ー
ム
で

三
回
に
わ
た
る
き
わ
ど
い
判
定
に
集

中
力
を
乱
さ
れ
た
。
う
ち
二
回
は
、

ヘ
ア
ピ
ン
の
応
酬
か
ら
、
飛
び
込
ん

で
プ
ッ
シ
ュ
を
決
め
た
さ
い
、
″
オ
ー

バ
ー
ザ

・
ネ
ッ
ト
″
の
フ
ォ
ル
ト
で

あ
り
、
い
ま

一
回
は
フ
ォ
ア
サ
イ
ド

を
つ
か
れ
た
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
ジ
ャ
ッ
ジ
の
問
題
で
あ
り
、

一
番
近
い
位
置
で
見
て
い
た
主
審
、

線
審
の
判
定
で
あ
る
。

や
は
り
、
こ
つ
い
っ
た
不
運
な
判

定
に
対
し
て
も
動
じ
る
こ
と
な
く
、

気
を
と
り
直
し
、
プ
レ
ー
の
建
て
直

し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

そ
の
精
神
面
の
充
実
が
、
若
い
銭
谷

に
要
求
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ

こ
の
決
勝
で
見
逃
せ
な
い
心
理
的

か
け
ひ
き
に
、
サ
ー
ビ
ス
と
レ
シ
ー

ブ
の
呼
吸
が
あ
っ
た
。
小
島
が
サ
ー

ビ
ス
を
出
す
と
き
、
銭
谷
は
手
を
あ

げ
て

″待
っ
た
″
を
し
、　
一
瞬
タ
イ

ミ
ン
グ
を
ず
ら
し
て
い
た
が
、
小
島

は
こ
れ
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

銭
谷
が
顔
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
サ

ー
ビ
ス
を
送
り
出
し
て
い
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
非
常
に
メ

ン
タ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
は

今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
呼
吸
に
お
い
て
も
、
小

島
が
優
位
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

準
決
勝
で
秋
山
が
、
こ
の
銭
谷
に

対
し
て
よ
く
追
い
か
け
な
が
ら
、
第

ニ
ゲ
ー
ム
逃
げ
切
ら
れ
た

一
つ
の
要

因
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
呼
吸
が
あ
っ

た
と
い
う
の
は
考
え
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
準
決
勝
に

進
出
し
た
辻
敏
弘

（法
大
）
の
活
躍

は
立
派
で
あ
っ
た
。　
一
回
戦
で
断
然

優
位
を
伝
え
ら
れ
た
今
泉

■
局
岡
市

役
所
）
を
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
末

降
し
て
調
子
に
乗
り
、
つ
づ
く
二
回

戦
も
中
大
の
若
手
長
谷
川
を
大
接
戦

の
末
降
し
、
そ
し
て
準
々
決
勝
で
も

尾
崎

（電
々
東
京
）
を
見
事
に
破
っ

て
の
ベ
ス
ト
４
入
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
準
決
勝
で
は
か
た
く
な

っ
た
の
か
彼
本
来
の
動
き
が
見
ら
れ

ず
、
ベ
テ
ラ
ン
小
島
に
完
敗
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
機
会
に
第

一
線
を
め

ざ
し
て
、
さ
ら
に
奮
起
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
あ
る
。

ト
マ
ス
杯
代
表
選
手
土
田

（
ヨ
ネ

ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
）
は
谷
口

（ト
ヨ

タ
自
工
）
を
土
俵
ぎ
わ
ま
で
押
し
込

み
な
が
ら
、
あ
と

一
歩
が
出
ず
、
谷

口
に
逆
転
負
け
を
喫
し
た
。

ま
た
栂
野
尾

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ

ー
ツ
）
も
初
戦
か
ら
全
く
精
彩
が
な

く
、
一昌
校
生
と
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム

を
や
っ
た
あ
と
、
尾
崎
に
ス
ト
レ
ー

ト
で
敗
れ
た
。
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湯
木
、キ
ズ
だ
ら
け
の
四
連
勝

湯
木
苦
し
か
つ
た
栄
冠
へ
の
道

▽
二
回
戦

湯
木
博
恵

（東
京
）
２
１
０
古
谷
、

井
上
２
１
１
石
崎
、　
ハ
ン
２
１
１
秋

本
、
竹
中
２
１
０
千
葉
、
ス
ー
ン
２

１
０
西
尾
、
植
野
２
１
０
陣
内
、
徳

田
２
１
１
沼
能
、
池
田
美
加
書
杢
示
）

２
１
０
米
倉

▽
準
々
決
勝

湯
木
２
１
０
井
上
、
竹
中
２
１
０
ハ

ン
、
ス
ー
ン
２
１
０
植
野
、
徳
田
２

１
０
池
田

▽
準
決
勝トラ（湯『姉２（‐‐１１８‐‐１９７‐‐）１̈
いい
ツ
）

輻割̈型２（‐‐‐‐‐‐・７）０慾剤レ

▽
決
勝一場　大」２（‐‐１０‐‐‐‐‐７‐２９）・徳　田

徳
田
の
善
戦
に
自
熱
の
試
合

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽

一
回
戦

古
谷
成
代

（東
京
）
２
１
０
高
田
幹

子

（大
阪
）
井
上
昌
子

（東
京
）
２

１
０
石
原
英
子

（香
川
）
石
崎
茂
子

金
塁
示
）
２
１
０
石
田
ひ
ろ
み

（石

川
）
秋
本
八
代
美

（東
京
）
２
１
０

名
和
和
子

（岐
阜
）
オ
ー

・
エ
ン
・

ハ
ン

（韓
国
）
２
１
０
柴
山
き
よ
子

（東
京
）
千
葉
陽
子

（東
京
）
２
１

０
栗
原
え
り
子

（千
葉
）
竹
中
悦
子

（東
京
）
２
１
０
藤
島
百
子

（北
海

道
）
西
尾
真
理
子

（東
京
）
２
１
０

石
田
雅
子

（岡
山
）
ソ
ン
・
ヒ
ャ
ン

・
ス
ー
ン

（韓
国
）
２
１
１
近
藤
小

織

（東
京
）
植
野
恵
美
子

（大
阪
）

２
１
１
北
島
稔
子

（島
根
）
陣
内
裕

子

（埼
玉
）
２
１
０
高
瀬
治
子

（東

京
）
徳
田
敦
子

（大
阪
）
２
１
０
今

日
真
知
子

（東
京
）
沼
能
久
子

（栃

木
）
２
１
１
佐
伯
智
子

（東
京
）
米

倉
よ
し
子

（富
山
）
２
１
１
谷
美
津

代

（茎
こ

Ъ
轟



そ
れ
ぞ
れ
の
表
情

韓
国
勢
も
大
健
闘
の
ベ
ス
ト
４
入
り

高
校
生

●
植
野
、
米
倉
も
非
凡
な
プ
レ
ー

■
湯
木
キ
ズ
だ
ら
け
の
栄
光
で
あ
っ

た
。
普
通
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ら

ば
、
湯
木
の
四
連
勝
は
当
然
で
あ
っ

た
が
、
今
大
会
は
左
足
ア
キ
レ
ス
腱

の
古
キ
ズ
が
不
調
、
加
え
て
前
日
の

女
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
で
右
足
首
を
痛

め
て
お
り
、
バ
ン
デ
ー
ジ
を
固
く
巻

き
つ
け
て
の
プ
レ
ー
で
あ
っ
た
。

一
方
の
徳
田
は
、
今
大
会
徐
々
に

調
子
を
上
げ
て
き
て
お
り
、
こ
の
決

勝
で
の
プ
レ
ー
は
、
最
高
の
出
来
と

い
っ
た
内
容
で
、
几
ミ
ス
を
せ
ず
、

よ
く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
シ
ャ

ト
ル
の
落
下
点
に
早
く
入
り
、
力
強

い
ス
マ
ッ
シ
ュ
攻
撃
で
初
優
勝
を
ね

ら
っ
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
湯
木
は
う
ま
く
シ
ャ

ト
ル
を
散
ら
し
、
徳
田
の
強
打
を
か

わ
し
た
も
の
の
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は

い
る
と
、
徳
田
は
湯
木
の
フ
ォ
ア
サ

イ
ド
ヘ
ス
ト
レ
ー
ト
の
ス
マ
ッ
シ
ュ

を
多
用
し
、
こ
れ
が
効
を
奏
し
、
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
の
末
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ

ー
ム
ヘ
持
ち
こ
ん
だ
。
こ
の
あ
た
り

湯
木
は
足
が
思

つ
よ
つ
に
動
か
ず
、

コ
ー
ト
を
走
る
姿
立
桶
々
し
い
。

し
か
し
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い
っ

て
一
気
に
強
打
で
勝
負
を
つ
け
よ
う

と
打
っ
て
出
る
徳
田
に
対
し
、
湯
木

は
が
ま
ん
に
が
ま
ん
を
重
ね
、
丁
寧

に
シ
ャ
ト
ル
を
相
手
コ
ー
ト
に
返
し

た
。
す
る
と
や
は
り
若
さ
の
た
め
か
、

徳
田
に
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
ネ
ッ
ト
ヘ
ひ

っ
か
け
る
な
ど
の
ミ
ス
が
出
は
じ
め
、

湯
木
は
全
力
を
尽
く
し
て
の
四
連
勝

を
と
げ
た
。

終
わ
っ
た
瞬
間
湯
木
は
、
ラ
ヶ
ッ

ト
を
そ
の
場
に
落
と
し
、
し
ば
し
立

た
ず
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
顔
は
涙
で

ぬ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
苦
し
め
ら

れ
た
こ
と
は
か
っ
て
な
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
く
ず
し
て
の
苦
戦
だ
け
に
、
自

分
自
身
が
歯
が
ゆ
か
っ
た
で
あ
ろ
う

し
、
そ
の
感
激
も
ひ
と
し
お
の
こ
と

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

敗
れ
た
と
は
い
え
、
徳
田
も
よ
く

そ
の
持
味
を
生
か
し
て
頑
張
っ
た
。

ラ
ウ
ン
ド

・
ザ

・
ヘ
ッ
ド

・
ス
ト
ロ

ー
ク
に
よ
る
ス
マ
ッ
シ
ュ
も
威
力
を

ま
し
て
き
た
し
、
弱
点
で
あ
っ
た
ド

ロ
ツ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
レ
シ
ー
プ
も
よ

く
返
す
よ
つ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
ま
だ
ベ
タ
足
気
味
の
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
、
単
調
に
な
る
試
合
運

び
に
問
題
点
が
あ
る
。
こ
の
点
を
改

め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
中
心
と
す
る
攻
撃
が
生

き
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

他
に
目
に
つ
い
た
選
手
と
し
て
、

米
倉
よ
し
子

（藤
園
女
高
）
が
あ
げ

ら
れ
る
。
全
国
高
校
総
体
の
決
勝
で

植
野

（四
粂
畷
学
園
高
）
に
惜
し
く

も
敗
れ
て
い
る
が
、
今
大
会
で
も
そ

の
非
凡
な
セ
ン
ス
を
よ
く
発
揮
し
て

い
た
。
二
回
戦
で
池
田

（河
崎
ラ
ケ

ッ
ト
）
に
敗
れ
た
と
は
い
え
、
初
戦

で
谷

（日
体
大
）
に
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ

ー
ム
の
末
勝
っ
た
の
は
立
派
で
あ
り
、

今
後
の
成
長
ぶ
り
が
楽
し
み
で
あ
る
´

ま
た
、
韓
国
か
ら
参
加
し
た
ハ
ン

と
ス
ー
ン
の
両
選
手
は
、
長
身
を
生

か
し
、
頭
脳
的
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
、
よ
く
健
闘
し
た
。
秋
本
八
代

美

（日
体
大
）、
近
藤

（日
女
体
大
）、

西
尾

（日
体
大
）、植
野
と
い
っ
た
好

選
手
を
総
ナ
メ
に
し
た
。　
コ
ー
ト
マ

ナ
ー
も
よ
く
、
海
外
と
の
交
流
が
ふ

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ー
が
幅

広
く
な
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
も
こ

わ
い
存
在
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

ぽ
ヽ

駁
舗ヽ
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池 田・栂 野尾組二連勝 な らず

初
優
勝
に
笑
い
が
こ
ぼ
れ
る
飯
野

・
土
田

飯野・土田組速攻の初優勝

土飯 ▽ 11飯 栂池
決    野

田野 勝 日1野 lι田

2       2    2

17 15    1515 15 18
1 1  11 1 1
14 6    10 7  4 13

0       0    o

栂池  谷本 沖J今
野
尾田  11間 村泉

書
∵
―
棧）畿

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽

一
回
戦

池
田
信
孝

・
栂
野
尾
昌

一
（東
京
）

２
１
０
木
村
敏
男

・
遠
藤
好
男

（北

海
道
）
中
井
基
夫

・
辻
敏
弘
（東
京
）

２
１
０
杉
田
博

・
瀬
戸
孝
（神
奈
川
）

松
島
保

・
松
島
信
之

（愛
知
）
２
１

０
折
井
直
則

・
松
口
金
彦

（茎
示
）

米
沢
和
男

・
米
原
照
男

（富
山
）
２

１
０
藤
原
健
二

・
藤
上
良
信
（滋
賀
）

尾
崎
幹
雄

・
銭
谷
欽
治

（東
京
）
２

１
０
佐
野
弘

・
瀬
良
信
明

（大
阪
）

ハ
イ

ス
ン
・
キ

。
キ
ム
・
ボ
ン
・

ス

（韓
国
）
２
１
０
佐
藤
利
昭

・
井

上
定
男

（茨
城
）
原
栄

一
・
長
谷
川

進

（石
川
）
２
１
０
富
田
章
夫

ニ
ロ

岡
伸
治

（△
全
長
）
今
泉
勉

・
河
村
博

之

（富
山
）
２
１
０
米
山
正
和

・
原

敏
夫

（東
京
）
飯
野
佳
孝

・
土
田
証

雄

（東
京
）
２
１
０
北
橋
進

・
山
本

昇

（滋
賀
）
下
田
春
樹

・
仲
尾
信

一

（東
京
）
不
戦
勝
今
井
勇
司

・
桐
井

台
次
郎

（群
馬
）
笠
井
教
行

・
一日
橋

清

（神
奈
川
）
２
１
０
渡
部
紘

一
・

木
戸
純

一
（宮
城
）
関
村
順
次

・
牧

野
光
男
共
富
山
）
２
１
０
山
本
茂
樹

・
長
谷
川
博
幸

（東
京
）
小
島
一
平

・
秋
山
真
男

（神
奈
川

。
東
京
）
２

１
０
古
西
悟

・
谷
島
助
男

（大
阪
）

池
田
・
栂
野
尾
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

押
え
こ
む
ス
ピ
ー
ド
と
若
さ

田
所
光
男

・
浜
谷
安
裕

（東
京
）
２

１
１
神
戸
照

・
高
岡
桂

（福
井
）
大

場
和
博

・
秋
葉
博

（東
京
）
２
１
０

リ
ー

・
エ
ン
・
ク
ー

・
リ
ー

・
オ
ク

・
ヒ
ン

（韓
国
）
本
間
順
次

・
谷
日

寛

（愛
知
）
２
１
０
今
井
茂
満

・
関

一
誠

（東
京
）

▽
二
回
戦

池
田

・
栂
野
尾
２
１
０
中
井

・
辻
、

米
沢

・
米
原
２
１
０
松
二島
∴
裕
品
、

尾
崎

・
銭
谷
２
１
０
キ

・
ス
、
今
泉

・
河
村
２
１
０
原

・
長
谷
川
、
飯
野

・
土
田
２
１
０
下
田

・
仲
尾
、
関
村

・
牧
野
２
１
０
笠
井

。
高
橋
、
小
工品

・
秋
山
２
１
１
田
所

・
浜
谷
、
本
間

・
谷
口
２
１
０
大
場

・
秋
葉

▽
準
々
決
勝

池
田

・
栂
野
尾
２
１
０
米
沢

。
米
原
、

今
泉

・
河
村
２
１
０
尾
崎

・
銭
谷
、

飯
野

・
土
田
２
１
０
関
村

・
牧
野
、

本
間

・
谷
口
２
１
１
小
島

・
秋
山

▽
準
決
勝

Ｐ
審
遣



飯
野

・
土
田

（
手
前
）
と
池
田

ｏ

■
飯
野

・
土
田
組
が
す
ば
ら
し
い
速

攻
で
第

一
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
、
第
二

ゲ
ー
ム
も
き
わ
ど
い
と
こ
ろ
で
逃
げ

切
り
、
初
優
勝
を
と
げ
た
。

第
ニ
ゲ
ー
ム
、
や
や
疲
れ
の
み
え

た
飯
野

・
土
田
組
に
対
し
、
よ
う
や

く
自
分
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
ん
で
き
た

池
田

・
栂
野
尾
は
中
盤
リ
ー
ド
し
な

が
ら
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
ヘ
も
つ

れ
こ
も
う
と
ラ
リ
ー
を
続
け
た
が
、

中
盤
で
、
近
来
ま
れ
に
み
る
好
ラ
リ

ー
の
応
酬
の
末
、
ネ
ッ
ト
前
に
高
く

上
が
っ
た
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
池
田

が
信
じ
ら
れ
な
い
よ
つ
な
ネ
ッ
ト
ミ

ス
。も
し
、
こ
の
ラ
リ
ー
を
と
っ
て
い

れ
ば
、
す
で
に
疲
れ
が
み
え
は
じ
め

て
い
た
飯
野

・
土
田
を
押
し
切
っ
て

フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
を
優
位
に
進

め
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
が
、
焦

っ
た
の
か
名
手
池
田
に
ミ
ス
が
出
た
。

そ
し
て
終
盤
に
は
い
っ
て
の
セ
カ
ン

ド

・
サ
ー
ビ
ス
で
栂
野
尾
が
ネ
ッ
ト

し
た
。
ど
ち
ら
も
こ
こ
一
本
と
い
う

非
常
に
高
価
な
ミ
ス
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
両
ペ
ア
の

プ
レ
ー
ぶ
り
を
ふ
り
返
る
と
、
あ
く

ま
で
も
攻
撃
の
手
を
ゆ
る
め
ず
、
速

攻
速
攻
と
前

へ
出
た
飯
野

・
土
田
に

対
し
、
や
や
元
気
な
く
、
ま
た
几
ミ

ス
も
連
発
し
、
終
始
受
け
身

・
消
極

的
だ
っ
た
池
田

・
栂
野
尾
と
内
容
は

好
対
照
を
な
し
て
い
る
。

や
は
り
、
両
ペ
ア
の
ガ
ッ
ツ
の
差

が
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き
の
高
価
な

ミ
ス
を
生
ん
だ
と
い
え
よ
■ヽ

池
田

・
栂
野
尾
組
に
と
っ
て
悔
や

ま
れ
る
の
は
、
第

一
ゲ
ー
ム
の
内
容

で
あ
ろ
う
。
同
じ
先
取
さ
れ
る
に
し

て
も
、
も
つ
少
し
接
戦
に
持
ち
込
ん

で
お
け
ば
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
に
は
い
っ

て
別
の
展
開
が
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
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速
攻
に
つ
ぐ
速
攻
の
飯
野

。
土
田
組

伊
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自
分
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
め
ぬ
池
田
ｏ
栂
野
尾
組

―
む

飯
野

・
土
田
初
優
勝
の
瞬
間
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本
問

・
谷
口
組

魏撥鰺饉

ー

今
泉

・
河
村
組

■
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竹
中
・植
野
組
は
つ
ら
つ
初
優
勝

湯
木
ｏ池
田
組
消
極
プ
レ
ー
に
終
始

即成ながら全力投球の竹中・植野

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽

一
回
戦

清
水
礼
子

・
福
原
友
子

（東
京
）
２

１
１
渡
辺
千
代
美

・
古
口
茂
子

（栃

木
）
佐
伯
智
子

・
古
谷
成
代
（東
京
）

２
１
０
陣
内
裕
子

・
我
妻
た
き
子

（彗
土
）
近
藤
小
織

・
渡
辺
多
喜
子

（東
京
）
不
戦
勝
黒
沢
照
江

・
鎌
田

三
枝
子

（茨
城
）
オ
ク

・
ボ
ク

・
エ

ン
・
ソ
ン
・
ヤ
ン
・
ス
ー
ン
（韓
国
）

２
１
０
宮
内
す
み
子

・
布
上
茂
美

（愛
知
）
広
沢
功
子

・
名
和
和
子

（岐
阜
）
２
１
０
米
倉
よ
し
子

・
山

西
百
恵

（富
山
）
矢
口
洋
子

・
沢
内

真
由
美

（東
京
）
２
１
０
池
尻
千
恵

子

・
栗
原
え
り
子

（千
葉
）
オ
ー

・

エ
ン
・
ハ
ン
・
バ
ク

・
オ
ク

・
リ
ャ

ン

（韓
国
）
２
１
０
水
品
真
由
美

・

中
沢
淳

（新
潟
）
千
葉
陽
子

・
松
田

敦
子

（東
京
）
２
１
０
山
森
明
美

・

水
谷
純
子

（二
重
）
竹
中
悦
子

・
植

野
恵
美
子

（東
京

。
大
阪
）
２
１
０

小
野
裕
子

・
秋
山
晴
江

（群
馬
）
秋

本
幸
子

・
落
合
光
子

（大
阪
）
２
１

０
沼
能
久
子

・
藤
井
由
美
子
（栃
木
）

田
所
静
子

・
石
原
英
子

（香
川
）
２

１
０
佐
藤
真
弓

・
雑
賀
富
士
子

（兵

庫
）

▽
二
回
戦

湯
木
博
恵

・
池
田
美
加

（東
京
）
２

１
０
清
水

・
福
原
、
近
藤

・
渡
辺
２

１
０
佐
伯

・
古
谷
、
徳
田
敦
子

・
高

田
幹
子

（大
阪
）
２
１
０
エ
ン
・
ス

ー
ン
、
谷
美
津
代

・
井
上
昌
子

（東

京
）
２
１
０
広
沢

・
名
和
、
矢
日
・

沢
内
２
１
０
石
崎
茂
子

・
今
日
真
知

子

（東
京
）、
千
葉

・
松
田
２
１
０
ハ

ン
・
リ
ャ
ン
、
竹
中

・
植
野
２
１
０

秋
本

・
落
合
、
西
尾
真
理
子

・
秋
本

八
代
美

（東
京
）
２
１
０
田
所

・
石

原▽
準
々
決
勝

湯
木

・
池
田
２
１
１
近
藤

・
渡
辺
、

徳
田

・
高
田
２
１
０
谷

・
井
上
、
矢

口

・
沢
内
２
１
１
千
葉

・
松
田
、
竹

中

・
植
野
２
１
０
西
尾

・
秋
本

▽
準
決
勝

植 竹 ▽ 植竹 池湯

野 中 漆 野中 田木
2        2    2

15Yf ffff
1015 9    3 6  4 16

1        0    0

池 湯   沢矢 高徳

田 木

19

内口 田田

亀【
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竹
中

・
植
野
組

（手
前
）
と
湯
木

。
池
田
組

騨

湯木 不運のアクシデント

竹中うまく植野をリード

■
二
連
勝
確
実
と
み
ら
れ
た
湯
木

・

池
田
は
、
つ
い
に
自
分
の
ペ
ー
ス
、

自
分
の
プ
レ
ー
を
で
き
ぬ
ま
ま
即
成

ダ
ブ
ル
ス
の
竹
中

・
植
野
に
栄
冠
を

さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
早
々
、
湯
木
は
フ
オ
ア

奥
の
シ
ャ
ト
ル
を
返
球
を
し
よ
つ
と

し
て
右
足
首
を
ひ
ね
っ
た
。
こ
れ
も

ひ
び
い
た
の
か
、
湯
木

・
池
田
組
の

プ
レ
ー
は
弱
気
そ
の
も
の
。

竹
中

・
植
野
の
ペ
ア
は
即
成
と
い

う
こ
と
も
あ

っ
て
こ
れ
と
い
っ
た
コ

ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
竹
中
が
よ
く
シ
ャ
ト
ル
を
落

と
し
、
チ
ャ
ン
ス
メ
ー
カ
ー
と
な
り

植
野
が
若
さ
に
ま
か
せ
て
打
ち
ま
く

る
形
で
対
抗
し
た
。

第

一
ゲ
ー
ム
一
方
的
に
押
し
ま
く

ら
れ
た
湯
木

。
池
田
は
第
ニ
ゲ
ー
ム

に
な
り
、
よ
う
や
く
調
子
を
つ
か
ん

だ
か
に
み
え
た
が
、
そ
れ
も
フ
ァ
イ

ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
の
中
盤
で
、
も
と
の

弱
気
の
プ
レ
ー
に
も
ど
っ
て
し
ま
い
、

足
が
と
ま
り
、
レ
シ
ー
プ
と
い
え
ば

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
た
だ
は
じ
き
か
え
し

ネ
ッ
ト
ぎ
わ
に
落
と
さ
れ
れ
ば
、
上

げ
る
だ
け
と
い
っ
た
不
本
意
な
内
容

の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
も
に
不
利
と
思
わ
れ
た
竹
中

・

植
野
の
ペ
ア
は
、
最
後
ま
で
小
細
工

を
ろ
う
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
高
く
、

よ
り
前
で
打
つ
こ
と
に
だ
け
気
を
く

ば
り
、
前

へ
前

へ
と
出
た
積
極
さ
が

見
事
に
実
を
結
ん
だ
。

相
沢
引
退
の
あ
と
、
竹
中
は
植
野

と
い
つ
新
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
栄

冠
の
奪
回
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
感

概
も
想
像
に
か
た
く
な
い
も
の
で
あ

つ〈υ。

植野の強打

一ゝ、．錯

摯
電ヽ

▲
■

¬
~I   r



藤井・沼能組

清水 。福原組

一  _
短
‐‐〕

矢口。沢内組

徳田・高田組

湯木 。池田組 渡辺・古口組
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竹
中
・植
野
組

強
打
●
無
心
●
汗
●
涙
の
初
優
勝

‐
|1山彎̀ギ

η
葺
ザ

，
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（
上
か
ら
順
に
）

勝
っ
た
と
か
け
よ
る
二
人
―
―

カ
ッ
プ
を
手
に
ニ
ッ
コ
リ

二
人
の
こ
の
喜
び
の
表
情
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
ま
す ノ  ^  

、

予
|■機

｀
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醸

/

機



今井・池田組逆転の初優勝

池今

田井

2

151813
111
6 1515

1

今 日

田所

栂
野
尾
・竹
中
は
準
決
勝
で
敗
る

田所・今田もあと一歩まで追いつめたが
。……

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

▽

一
回
戦

上
原
章

・
名
和
和
子

（岐
阜
）
不
戦

勝
吉
田
邦
男

・
佐
藤
正
江
（神
奈
川
）

出
中
康
二

・
池
尻
千
恵
子

（千
葉
）

２
１
０
原
洋
男

・
望
月
由
起
子

（静

岡
）
飯
野
佳
孝

・
陣
内
裕
子
（東
京
）

２
１
０
松
尾
益
吉

・
北
島
稔
子

（島

根
）
▽
二
回
戦

栂
野
尾
昌

一
・
竹
中
悦
子

（東
京
）

２
１
０
上
原

。
名
和
、
池
田
信
孝

・

石
崎
茂
子

（東
京
）
２
１
０
東
条
義

昭

・
平
井
佐
代
子

（香
川
）
木
村
敏

男

・
高
野
美
千
子

（北
海
道
）
２
１

０
佐
藤
利
昭

・
三
原
登
美
子
（茨
城
）

今
井
茂
満

・
池
田
美
加

（東
京
）
２

１
０
菅
原
薫

・
我
妻
た
き
子
↑
昼
示
）

田
所
光
男

。
今
回
真
知
子

（東
京
）

■
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
、
今
井

・
池

田
は
逆
転
初
優
勝
を
か
ざ
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
こ
そ
り
―
ド
し
た
も
の

の
、
あ
と
は
△
去
身
コ
チ
コ
チ
に
か
た

く
な
っ
た
今
井
は
几
ミ
ス
を
連
発
し
、

接
戦
の
末
、
田
所

・
今
田
組
が
先
取
。

し
か
し
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
終
盤
に
な
る

と
田
所

。
今
田
の
ペ
ア
が
優
勝
を
意

識
し
て
か
た
く
な
り
、
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
で
今
井

・
池
田
が
タ
イ
に
こ
ぎ
つ

け
る
。
迎
え
た
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
は

２
１
０
田
中
、
池
尻
、
平
井
克
英

・

柴
山
き
よ
子

（東
京
）
２
１
０
松
島

保

・
宮
内
す
み
子

（愛
知
）
杉
田
博

・
杉
田
良
子

（神
奈
川
）
２
１
１
関

一
誠

・
石
田
雅
子

（東
京

・
岡
山
）

飯
野

・
陣
内
不
戦
勝
界
栄

一
・
湯
木

博
苦
心
（吉
企
示
）

▽
準
々
決
勝

栂
野
尾

・
竹
中
２
１
０
池
田

・
石
崎

今
井

・
池
田
２
１
０
木
村

上
昌
野
、

田
所

。
今
日
２
１
１
平
井

・
柴
山
、

飯
野

・
陣
内
２
１
０
杉
田

・
杉
田

▽
準
決
勝

今
井

・
池
田
２
１
１
栂
野
尾

・
竹
中

田
所

・
今
回
２
１
１
飯
野

・
陣
内

▽
決
勝

よ
つ
や
く
落
着
き
を
と
り
も
ど
し
た

今
井
の
強
打
速
攻
が
決
ま
り
、
相
手

を
よ
せ
つ
け
ず
に
１５
１
６
の
一
方
的

ス
コ
ア
で
逃
げ
切
っ
た
。

全
日
本
総
合
と
い
つ
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
で
の
決
勝
を
争
う
と
い
つ
こ
と

は
両
ペ
ア
と
も
に
初
め
て
の
た
め
、

ス
タ
ン
ド
で
応
援
す
る
チ
ー
ム
メ
ー

ト
も
疲
れ
る
ほ
ど
の
緊
張
ぶ
り
。
し

か
し
、
最
後
は
実
力
ど
お
り
の
結
末

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
高
校
生
ら
し
い
元

ブ
レ
ー
を
み
せ
た
米
倉

・
山
西
組

‐



プレイヤーの誰れもが求める

華麗なるフットワーク ジノ
/

右 に左 にとシャ トフレを追 うそのフッ

トワーク。このパ ドミン トン トレー

ニングマシンは、プレイヤーの反射

神経 を高め、敏捷 1■ を養 うために

造 られたフットワーク練 習機 です。

明 日への試 合のために各有名 スポ

ー ツ店 にてお求 め ください。

才

ノご

ヽ

ヽ
い
Ｗ

、

―
‐
預
Ｌ
ハ
バ
「

河 崎 ラケ ットエ 業 株 式 会 社

東京都台東区台東 2 28 5 TEL(03)83 916(代 )

実案・1匠 申請 ¥29,000
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IMPORTED SHU丁丁LE000KS
世 界の No.1か ら普 及 品 まで輸 入 シ ャ トル をお推 め します

カーバ ン・ トレーディング社では国際 トーナメン トに使用 されている各国のNo.1シ ャ ト

ル及び幾 多の名選手を生んだ普及 レベルの シャ トルの輸入を企画、販売 しております。

当社では厳選 した販売店を通 じてか、直接、団体やクラブや個人の皆様に販売するシス

テムを取 っております。これは世界の秀れたシャ トルが高価にならぬための当社の考え

方です。あらゆるコンデ ィションの中で、秀れた飛行性、耐久性 を要求 されるシャ トル

を専門家の日から厳選 した製品です。 シャトルに関 しての御相談をお待 ちしております。

まず、実力No.1の国、中国製シャトルを紹介します

御注文は10打 単位、球種の組合せ及び返品自由、代金前払、送料当社負担。

書     (77:「νをつけ)
口 予約注 文

申  込
ロサンフル  ロ ,t文

商品ナンバー 商  品  名 イ面 格 (1打 ) 所
貝 等

CAl01 航 牌 ¥ 3,000 水鳥、中国 No.1、 国際試合球

CA201 東 海 牌 (ゴ ルド) ¥ 2,500 水鳥、 トップレベル用試合球
CA202 東 海 牌 (シリレバー) ¥ 2,000 水鳥、国内試合球

送金た (銀行は各久留米支店 普通預金 J座 ,

□ 大和銀行  日 住友銀行  日 第 一勁楽銀行 日 福岡銀行

合 計

カーバン・トレイディング・リミテッド
福 岡 県 久 留 米 市 日 吉 町 147番 地 の 5
¬
「
      T E L 0942 (38)3446、  (33)3454

ロ カタログ



ガカレトつ 素晴 らしい仲間たち
ギリアン・ギルクスとポール・ウェトナルは、

最近、英連邦の国際試合Qダカ L/X、 シンタ啄 の
タイトルのほとんどを獲得。

二人ともラケットは力刀レトンを選びました。

二人がカアルトンのラケットを

選んだとき、すでに勝負は決りました。
あなたもカアルトンのラケットで
プレーをして、感触をお確かめ下さい。

英連邦ダブルス シン″しステャンピオン

右 :ギリアン・ギルクス

左 :ポール・ウェトナル

3.7Xフレ=ム (世界で唯つ ステンレススチつり
大切なパワーの起点であるシャフトの

少し上をフラットにイ士上げてあります。
この為、ストロークのホイップに抜群の

弾性が生れ、パワーとスピードと絶妙の

タッチを生み出しました。この3.7Xの
感覚を、あなた自身でお確かめ下さい。
¥7′ 900

3.7フ レーA(世界で唯―のステンレスステつレ)

3.7Xに くらべ、少し固めになっています。
これは、ショットの正確さと操作性育し力̀

狙いの設計です。ラケットのTピースが

弾性のトータフレ ラヾンスを配分 し、すば

やい反応を起 します。 ¥7,900

lBF(世 界パドミントン連盟 )公認球

ニュートーナメントーーー1個 ¥280

インターナショナルーーー 1個 ¥220

ヽ_

That5 the name of fte game
総輸入元 メトロレジャー(株 )
T101東京都千代田区外神田5-6 4 TEL(03)8333661



昭和 50年度 日本バ ドミン トン協会検定審査用具一覧表

検 定 合 格

シャトル・水鳥の部

トーナ メン ト・ デラックス

トーナ メン ト

オフィシャル

エ リー トエー ス
エ リー トトップ

エ リー トデラックス

サ ンバ タスター
サンバ タキング

サンバ タクイー ン

トーナ メン トブルー

トーナ メン トホワイ ト

トーナ メン トブラック

ファース トシルバー
ファース トグリーン

ファース トゴール ド

サ ンワ印ハイレッ ド
ゴーール ド

シルバー
ハ タチビク トリー

シヤトル・陸鳥の部

トレーニングコック

サンバタ

ネットの部

No48  TR
N()52  A
No501 SVA
KT-518
綿201S/12本 テ トロン1坊締iロ ーフ・lSt用
ナ イロン21()D/12本   〃
糸市201S/12本 ビニロンロープイllり ll
ナ イロンA(ナ イロンラ ンセル15本 )
ナ イロンB(ナ イロシ12本 )
介敷ビニロン 20/12本

ポストの部

T A4式 スチールポール
バ ドミン トン支柱ホール式
バ ドミン トン支柱 T座式

ヨ不ックス・ スポー ツい

河 崎 ラ ケ ン トエ 業 (榊

棘  諸 江 製 作  |ウ ;

い ト ヨ タ ス ポ ー ツ

イf限 会 社 ジ ャ ワ 商 会

ヨネックス・ スポーツ榊

榊 諸 江 製 lli所

ネ ッ ト製 作 所

ヨネックス・スポーツ榊
榊 小 り|1 長 春 館

ファインス トロー ク

ウィニングコース

スタ ミナ

(初級用 )
(選手用 )

( ″ )
スタ ミナデラックス
ブルー リー ス

オールマ ン

エ |リ ー ト
M2000ニュープラック
Nd000三■2-ミ ニ
No 8ウ ィ ンナー
No 7シ ルバー
ハ イ トーマ ス
エ クセレン ト
ツレバーードII

ルバー ドIH

スワニー

初 級 用 )
〃  )

″  )

″  )

選 ■り11)

ウェアの部

140 クールネック
141男 子 シャツ
142男 子 シャツライン入 り
144男子シャツエ リカラー
241女 子シャツ
242女子 シャツライン入 り
243女子 シャツノー スリーブ
120 ショー トパンツ
121        ″

122       〃
200巻 きスカー ト
201フ レアスカー ト
202プ リ ツスカー ト
172セ ー ター
176-ス ト
214ワ ンピー ス
820男 子ショーートパ ンツ
920女 rシ ョー トパ ンツ
940女 rワ ンピー ス
950 τノルオーバ ー
960女 rス カー ト
テッ ドテ ィン リンショー トパ ンツ

テ ンドテ イン リン半袖 シャツ

デフィショー トパンツ

l II

ll「

1 1「

1 オJ
l lJ

l ll

l lJ

l lJ

lオ
l

l lJ

l ll

lオ ]

1オ J

lオ |

1オ J

l オ「
1 1]

1オ l

lオ「

3,700
3,20()

2,90()

2,90()

3,200
3,700
3,800
3,20()

2,9()()

3,Oo0
3,200
2,750
2,800
2,600
3,000
2,40()

2,900
2,700
3,60()

利

ンセ

　

業

〃
　
″
　
　

一　
″

工

〓
一
ゴ
　
　
」」

棘

欄

　

羽

2,200
2,000
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
2,500
2,000
1,500
1,200
4,000
4,200
4,500
4,500
4,500

1,800
2,00()

2,200
3,200
2,000
2,200
1,900
2,800
2,400
2,100
2,600
1,900
2,200
5,500
4,500
5,500
3,300
2,500
6,500
6,000
3,800
3,300
3,700
3,500
2,500

(単位  円 )

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 榊

帥 ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

ヨネ ンクス・ スポー ソ(抑

'可

山奇ラ ケ ッ ト「I:業 榊

打

打

4,600
:,,800

4,60()

4,400
4,3()()

4,500
1,,90()

4,70()

4,300
3,800

22,000
10,000

18,0(,0

店

ォ
　
　
　
い

　

伸

商

ィ，
　

　

業

　

網

」摯
テ

″

″
産

″
製

順
．
イ

・

ジ
　

　

屋

　

本

い

帥

　

　

鐘

　

松



D G10バ ドミン トン支柱 (S型 )
D G20     ″      (不 多動型 )
パ ドミン トンポス ト
パ ドミン トンポス ト (T字 11)

ラインテープの部

415コ ー トテープ
カワサキラインテープ

D K91ラ インテーフ・パ ドミン トン用
赤 Mラ インテープ

審 査 合 格

合成シヤトルの部

ナ ッシュ   lイ 同
メイビス   1ォ J

カワサキ・ リープ (合成 シャ トル )
ハ タチハネエー ス  1打

ラケットの部

9100ス リムステンレス
900()ハ イステンレス
8100ブ ラ ンキ~
8000 アツレミナハ イパワー
700()ア ル ミナエー ス
6500 卜 /プエー ス
60()()フ ァイブエー スデラ ンクス
3()()()カ レッジエ イ ト
2()Ooキ ングダイヤ
10()()ク ィンハー ト
〔X)()Cス リーエー ス (Nl,10C)
8()()G スリーエ イト (N(18C)
7(X)Cラ ッキーセブン
S-74オ ールア タ ンク
S-73オ ールマ イテ ィ
N(,3500 キンク

・メイ ト
N()13()()0ゴール ドキング
No 2500キ ングアロー
No20(Xl キングクリ ンノヾ―
No1000 シルバーデラ ンクス
No900  スナ ンヽプ
M800 ダンディ
No 7  ティピヵル
ハー ドショッ ト (初 級用 )
エパーウィン  ( ″ )

13,500
24,000
10,000
10,000

2,3∞
2,000
2,000
1,800

200
2,400
2,700
2,7∞

5,300
4,800
5,500
5,000
5,000
4,300
4,500
3,000
2,500
2,200
2,3∞
1,9o0
1,500
5,500
4,500
4,300
3,800
3,000
2,500
2,200
2,OKXl

l,7∞
1,400
1,600
1,900

セ    ノ

ψや  者ト  ホ寸

―   輸

製 作 所

ヨネックス・ スポーツ帥

llp l= ′I: 製 

“

: ,叶

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 棘

デフィ半袖シャツ

|リ ースショー トパ ンツ

リースフレアスコー ト
リースプ リーツスコー ト
リース巻 スコー ト
リース半袖 イタリアンネックシャツ

リー ス半袖 V衿 シャツ
リース半抽シャツ

リー ススリープレス

リース長袖シャツ

リー ス半袖 シャツ

L-1206ラ コステ紳 |:ポ ロシャツ
」-5093ラ コステ巻 スコー ト
J-5020ラ コステプ リーツ スコー ト
J-54Hラ コステワンビー ス
L-1514ラ コステ婦 人ポロシャツ
L-2230ラ コステ紳 |:シ ャツ
J-2006ラ コステショー トバ ンツ
L-1268ラ コステ紳 I:ハ イネック
L-1212ラ コステ紳 I:ポ ロシャツ
L-6100ラ コステベ ス ト

シユーズの部

No335バ ドミン トンシュー ズ
No336          ″

カワサキパ ドミン トンシュー ズ

ストリングスの部

ロンシープ

コンカー

アカツキナ ィロン

Nol()0レ オーネシープ
No20 サ ンシープ
600ヨ ネックスシープ
610ヨ ネックスシープ DX
ハ イオーシープ (青 スパ イラル )
″   (ア ンパー )
″   (青 スパ イラル )
″   (ピ ンクスパ イラル )

ハ イシープ

ヨネックス・スポーッ棘

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 榊

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 榊

榊 諸 江 製 作 所

ヨネ ンクス・ スポーツ伸

悧 ゴ ー セ ン

2,900
2,100
2,100
3,400
2,500
2,000
2,500
2,000
2,300
1,500
2,000
1,900
1,800
2,000
2,100
4,300
4,500
4,500
5,800
3,500
4,800
3,200
3,800
3,800
6,800

憫Ｈｔ
（

″

″

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

〃
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″

″
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″

″

〃

″

″

Ｌ
（
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伸
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い

一］・ム

・
　

ツ
　
　
ゴ

株″ノ和

（
崎

ヨ

河

セ

昭

所

伸

い

榊

作

´

製

業

製

ス

ト
・　
ツ
エ

江

ス

ケ

諸

″

嵯

立

帥

ヨ

河

羽

３。。
４。。
２。。
４。。
３。。
３５。
佃
５。。
５。。
４。。
４。。
３５。

】
∞

(諸般の事情により定価の改訂が行われている場合がありますのでご了承ください)



ラブちやん
バドッ子

`

○
…
今
月
号
は
大
急
ぎ
で

「昭
和
５０

年
度
全
日
本
総
合
選
手
権
速
報
」
を

特
集
し
ま
し
た
。

○
…
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、
３
月
か
ら
年
間
購
読
料
、
誌

代
を
改
訂
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
何
卒
ご
了
承

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

○
…
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
品
切
れ
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ま
た
在
庫
の
整

理
が
つ
き
次
第
誌
上
で
発
表
い
た
し

ま
す
。
次
号
は
、
「
一
九
七
五
年
総
集

号
」
で
す
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
７４
号

昭
和
“

年

■
月

２５

日
　

印
鋼

昭
和
５０

年

１２

月

１

日
　

発
行

■
■

兼

発
行

人
　

秦
　
　

　

　

　

浩

発
行

所

　
東

京

都

渋
谷
区
神

南

一
の

一
の

一

岸

記

念
体
育

曽

内

日
本

ハ
ド

ミ

ン
ト

／
協
会

電

話

四

六
ｔ

ｉ

〓

一

一
（
内
凛

）

ｌｉ

四

六
七

七
０

九
五

（
直

通

）

郵
便

〓
号

　

一
■
０

振

彗

口
座

　

東
京

三

二

一
九

二

印
刷

所

　
東

京

都
壼

島

区
南

大

量

ニ

ー
二
九

明
〓

印
尉

株

式
会

社

定
価

　

一
部

二
百

二
十
円

◎無断転載を禁ず

もうすっかりおなじ
.み
の第7回全日本女子バドミントン

チャンピオンズ。トーナメント

時  1976112月 2911(日 )午前 10時か ら

所  未   定

出場予定選手

日本バ ドミン トン協 会 lL催 各大会

優勝者お よびそれに準す る選手

主催  日本バ ドミン トン協会

後援 東 京 12チ ャ ン ネ ル

春 一 番 /



スピー ド、パワー、スマー トーーー近代バ ドミントンを追求するコ1-セ ン

、
１

．　
一月
「
、‘

，

Hy Thom.s t{O.145,.{. i-?1

“勝ちたいなぢ
ゴーセ ンパ ドミン トンラケ ットの 人気が急
11シ lし てい ます。一流選 手のア ドウ ァ ィスを
積極的に jrtり 入れ、開 発された特殊

`)板

に よ
る力強 いフレーム、 1友 lFの弾 力‖:、 ffI量 ・バ
ラン スの素 H書 らしさな どがその秘密。
さ′)に 世界で初め ての ステンレスワ ィャー
巻付・特殊油・ 香水 入 リガ ント 《ウ ィンテ ン
クス》が llllわれば まさに 鬼に金棒。 あなたの
スコアア プ́は コ・_セ ンにお まかせ ドさぃ

その一 本一 本にすべ て占li質 保証の ネームが記
入されてい ます。 よ く確かめ trt似

`::に

こ注意
ドさい

●レ ―́プさ(lt:手 のゴーセンバトミントンラケ トもぉ試し卜さ.ヽ

ラ ケ ッ ト の 決 め 手

Hy Thomas
●本社・大阪市東区豊後町 4806-942‐ 5816

0東京支店。東京都台東区蔵前4-14-2 803-862-6576
楓鍛]tPン0

二

@seN-uuerFo

ンた,1.



月
刊

「
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
界

・
第
７４
号

昭
和
五
十
年
十
二
月

日
発
行

（毎
月

一
回

一
日
発
行
）

発
行
晰
　
東
．．
攣
春

一
榊
動
Ｆ
Ｉ

”
一
　
日
本

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
協
会

定

価

二
百

二
十
円

時速270Mの
スマッシユ/

まっ黒いラケットから、まっ白いシャトルコッ

クが時速270kmの スピードで、相手コートに

たたきつけられる。目にもとまらぬスマッシ

ュ。今や噂のラケット、プラッキー。その秘密は

ヨネックスが初めて可能にした、極細の特殊

ステンレスシャフト。ぐんと静田身で、普通よ

り長目ですから、まるでムチのようにオ丁つ瞬

間鋭利にしなります。息をのむ反発力です。そ

のうえ、特殊合金フレームの強さがプラスさ

れ、切れ味のよい攻撃力。あそこで、ここで、

プラック′くワーと恐れられています。

NO.8100 BLACKEN
●No 8100ブラッキー……………… ¥5′ 500


